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やりがいはあるが、、
先生のお仕事は年々大変に。

 献身的勤務による長時間労働
 望ましい指導の実現の可否

現在の問題点 予想される問題点

少子化が進み、廃部の増加

 活動環境の減少

多忙による部活動の活動量の減少

 生徒の活動量の不足

学校だけでの部活動の運営はむずかしい

生徒たちの意欲を削ぐ、対策を講じざるを得ない状況

00 部活動地域移行について



国や茨城県が示す部活動地域移行
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令和5年度から7年度までの3年間を“部活動地域移行の改革推進期間”とする国の方針に則り、茨城

県でも各市町村の状況に応じた地域移行を進める。

令和8年度より全学校・全部活動における

休日活動の地域移行の実現を図る

＜＜国や茨城県が示す部活動地域移行＞＞

スポーツ・

文化活動の

きっかけ

魅力の体感

競技トップレベルへ

地域移行の

目指す活動レベル



2027年度までに

休日部活動の地域クラブ完全移行の実現を図る

働き方改革の実現

学校教職員

スポーツ／文化活動の充実

生徒・保護者

シティブランディング

行政

 兼業兼職制度の確立

 労働に対する正当な対価

 より専門的な指導

 生涯スポーツ・文化社会

 働き方改革による教育の質向上

 生涯スポーツ・文化社会の形成
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地域指導者の体制

01 阿見町基本方針と24年度取組概要



基本方針
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・平日の部活動は当面の間そのまま続く

・休日の部活動を地域クラブに移行する

・学校の部活動（平日）

・学校外の地域指導者が中心になる地域クラブ活動（休日）

学校の部活動（平日・休日）



地域クラブ活動とは
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中学校で行われている学校部活動とは別に

学校外の地域の人（地域指導者）が中心となって

行う新しい形のクラブ活動のこと

学校の部活動

地域クラブ部活動

学校の教育活動の一環

社会教育の一環



地域指導者とは
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地域指導者＝地域クラブ活動で生徒に指導を行う

スポーツ・文化活動の経験者や指導者のうち

・社会人

・大学生

・教師（兼職兼業）
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部活動地域移行関係図
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阿見町

教育委員会・生涯学習課 など

協力団体

民間団体・スポーツクラブ

会員管理

会費徴収

指導者確保

研修

運営業務委託定期報告

学校

町立３中学校

阿見中学校 竹来中学校

朝日中学校

連携

連携

阿見町が中心となった地域クラブの運営を図る



2024年度取組方針：3種目移行（モデル事業）の実施

3種目をモデル事業として、最適な移行方策を模索
11

①各学校・各種目地域移行 ②拠点校地域移行 ③講座型地域移行

弓道イラスト バレーイラスト

弓道

対象 ：町立3中学校の生徒

活動場所：各中学校弓道場

各中学校に指導者を派遣予定

女子バレー

対象 ：町立3中学校の生徒

活動場所：阿見中 or 竹来中

拠点校を設定、合同練習を開催

陸上

対象 ：町立3中学校の生徒

活動場所：町立3中学校

or 町内陸上競技場

誰でも参加できる講座を開講

02 モデル事業詳細について



2024年度の阿見町地域クラブ活動 FAQ
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実
施
日

土日・祝日いずれか1日の計週1回の活動となります。

試
合

大
会

大会・試合への参加は地域クラブではなく、学校部活動での

参加となります。練習試合がある場合は、地域クラブ活動より

も学校部活動を優先する形となります。

会
費 町予算を活用するため、モデル事業期間は会費無料です。

連
絡 公式ラインを活用し、クラブの連絡や出席確認を実施します。

場
所

町立3中学校の施設または町内運動施設を活用します。

基本的に現地集合・現地解散といたします。

自
由
度

地域クラブ活動への参加は任意になります。月途中での 地

域クラブ活動の入会、退会は可能です。

基本的に使用する施設の備品が使用可能です。
備
品

地域クラブ入会者は学校部活動とは別に保険に加入します。

※モデル実証期間は町予算で加入

保
険



（参考）阿見町地域クラブ活動 完全移行後の目指す姿
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実
施
日

土日・祝日いずれか1日の計週1回の活動となります。

試
合

大
会

学校部活動単位ではなく、地域クラブとして試合・大会参加す

ることを目指します。

会
費

受益者負担（年会費・月会費）が発生します。

※受益者負担・町予算・スポンサードなど多様な財源の確保を目指します。

連
絡 公式ライン等を活用し、クラブ連絡や出席確認を実施します。

場
所

町立3中学校の施設または町内運動施設を活用します。

基本的に現地集合・現地解散といたします。

自
由
度

地域クラブ活動への参加は任意になります。月途中での 地

域クラブ活動の入会、退会は可能です。

基本的に使用する施設の備品が使用可能です。
備
品

地域クラブ入会者は学校部活動とは別に保険に加入します。
保
険



モデル事業①：弓道クラブの活動について（予定）
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各学校・各種目単位での地域移行のモデル事業

弓道クラブ活動詳細

活動場所 各中学校 弓道場

活動日 土曜日 午前中予定

指導者 町内弓道団体 ほか

持ち物



モデル事業②：女子バレーボールクラブの活動について（予定）
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拠点校・合同練習型での地域移行のモデル事業

女子バレーボールクラブ活動詳細

活動場所 竹来中学校 体育館

活動日 土曜日 午前中予定

指導者 兼職兼業職員 ほか

持ち物



モデル事業③：陸上クラブの活動について（予定）
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講座型での地域移行のモデル事業

陸上クラブ活動詳細

活動場所
朝日中学校 校庭
近隣競技場 など

活動日 土曜日 午前中予定

指導者 兼職兼業職員 ほか

持ち物



（参考）公式LINEについて
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地域クラブ活動に関する連絡（スケジュール等）や出欠確認、保護者様とのやりとりは公式LINE

を活用いたします。

＜運用内容＞

 スケジュール案内

 イベント案内

 遅刻・欠席連絡

 怪我情報

 その他相談窓口 など

<Point>

 保護者様との連絡手段は公式LINEで統一する

 指導者↔︎保護者様で直接やりとりはしない

（事務局が窓口となり情報共有を実施する）
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内

各
種
案
内
・
登
録

地域指導者の体制が整い次第、モデル事業（弓道・女子バレーボール・陸上）の体験会から実施予

定になります。その後の流れは下記の通りです。

体
験
期
間

9月中旬※ 11月以降※10月中旬※ 10月下旬※9月下旬※ 10月中※

※上記は予定のため、地域指導者の確保が済み次第、開始になります。

03 今後のスケジュールについて


